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課題探求型PBLの推進・普及
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１．はじめに

AI人材育成の変革期を迎えた現在、教育現場に

おけるAI教育の重要性はますます高まっていま

す。しかし、実践的で効果的な教育事例は未だ少

なく、特にPBL（Project Based Learning）のよう

なアクティブ・ラーニング手法を取り入れたAI教

育を実践するためには、課題が多いのが現状です。

特に、企業や自治体から実データや課題を提供し

てもらい、AI教育に活用することは容易ではあり

ません。

本学では、2020年度からPBLを重視したAI教

育を全学展開しています[1]。本AI教育には、本学

が1966年の建学以来、「人間味豊かな産業人の育

成」を建学の精神として掲げ、「「知・情・意」の

調和のとれた実践的教育」を積み重ねてきた教育

成果が活かされています。

本稿では、我々が４年間をかけて実践し、改善

してきた地域課題解決型PBLの事例を紹介すると

ともに、PBLの取組み環境や成果と今後の展望に

ついて述べます。本稿の内容には、私立大学情報

教育協会で発表した内容[2] [3]と重複する部分が含

まれていますが、既発表の内容にも目を通してい

ただければ幸いです。

２．PBLを核としたAI教育カリキュラム

本学のAI教育プログラムは、大学２年次から大

学院まで継続的に課題解決型のPBLを経験できる

６年一貫のカリキュラムであり、学生の所属学科

を問わず、全学生が履修できます。図１に「地域

課題解決型AI教育プログラム」（2024年度）の科

目構成、教育体系を示します。　　　　　　　　　　　

本学の課題解決型PBLは、２年生前期の「AI実

践プロジェクトⅠ」から始まります。２年後期以

降も、「AI実践プロジェクトⅡ・Ⅲ」や「ものづ

くり実践プロジェクト」を受講することにより、

学生はPBLを継続できます。また、４年次の卒業

研究や大学院修士課程の研究においても、企業と

連携したAI応用研究を継続的に発展させることも

特　集

地域課題解決型AI教育プログラムにおける
産学連携PBLの取組み成果・展望

図１　地域課題決型AI教育プログラム
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できます。

さらに、2024年度からは大学院において「高

度AIコーオプ実践Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」というコーオ

プ教育(Cooperative Education)を開始し、大学院

生がAIや情報技術を活かした企業の課題解決に有

償で取り組むことができるようにしました。これ

により、学部から大学院まで実社会と結び付きな

がら、広く深く学び続けられる「PBLを核とした

６年一貫AI教育プログラム」を実現しました。

本PBL教育により、学科・専門分野が異なる工

学部学生・大学院生と他大学の学生、地域社会人

が連携協力し、お互いの得意な分野を生かして、

異分野・異年齢でAIを用いた地域課題解決に取り

組むことができます。地域の多面的な課題を解決

するために、様々な専門分野の人とともに協調・

協働する経験を通して、プロジェクトを円滑に進

める推進役となる「現場との橋渡しができる」AI

人材の育成を目指しています。また、PBLやコー

オプ教育に連携協力していただいた企業は、その

成果の社会実装や、業務のDX化につなげること

ができます。

３．課題解決型PBLの取組み

本学のPBLで取り上げる地域課題は、本学AI応

用研究所に寄せられた技術相談の中から選んでい
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ます。2021年度より開始した課題解決型PBLの

取組みは今年で４回目となり、徐々に地域産業界

からも認知されるようになってきました。技術相

談の際に、課題解決のための最初の取組みとして、

学生との協働によるPBLを希望される企業も増え

てきており、年々、PBLの連携企業数、課題解決

のテーマ数、参加者数ともに増加しています(図２

参照）。

2024年度のPBLは表1の内容で実施しており、

総勢106名が14テーマに取り組みました。AI 技

術は社会全体に広く応用されており、農業・特産

物や医療・健康、教育、経営など、幅広い分野の

様々な課題に取り組んでいます。各々の課題解決

には画像認識、感情認識、骨格検知、自然言語処

理などの様々なAI関連技術を利用しています。

図２　PBL参加人数とテーマ数の推移

表１　2024年度課題解決型PBLの取組み内容

分野
建設

建設

経営

経営

経営

農業

農業

農業

農業

教育

教育

医療

健康

福祉

計

連携企業
松尾建設株式会社

第一復建株式会社

株式会社サワライズ

株式会社丸信

株式会社九州栄電社

株式会社アイナックシステム

錦果ファーム

株式会社味香り戦略研究所

株式会社久留米原種育成会

広川町教育委員会

佐賀県立中原特別支援学校

九州大学病院

株式会社ここおる

株式会社テクノソリューション

テーマ・AIによる課題解決手法
建設現場における作業員の再同定による危険回避

画像処理法を使用したコンクリート材の損傷評価法の開発

AIによるアーク溶接人材育成のためのスキル評価

ChatGPTを用いた顧客対応チャットボットの改良

在庫管理業務におけるAI活用
パッケージセンターにおけるコンテナ内イチゴの自動集計
システム
AI予測による農作物の出荷販売管理システムの開発

階層ベイズを用いた八女茶の味への影響の分析

AIを用いたキュウリ種子カウンターの開発

小学生のための広川工業団地企業紹介アプリの開発

特別支援学校の作業学習を支援するAIレジスターの開発

AI解析を用いたストーマ患者の装具選択モデルの開発

ChatGPTを使ったカウンセリングbot
Helpyの開発 -AIによる高齢者を対象としたICT支援人材の
選抜-

参加人数
学生3名、先輩1名
連携2名、教員1名
学生2名、先輩2名
連携2名、教員1名
学生3名、先輩1名
連携2名、教員1名
学生2名、先輩2名
連携2名、教員1名
学生3名、先輩2名
連携1名、教員1名
学生4名、先輩3名
連携2名、教員1名
学生2名、先輩1名
連携1名、教員1名
学生3名、先輩2名
連携2名、教員1名
学生3名、先輩2名
連携2名、教員1名
学生4名、先輩2名
連携1名、教員1名
学生4名、先輩1名
連携1名、教員1名
学生3名、先輩3名
連携3名、教員1名
学生4名、先輩1名
連携1名、教員1名
学生4名、先輩2名
連携1名、教員1名

14テーマ・106名(学生44名(高校生含む)、先輩25名、連携社会人23名、教員14名)



４．PBLにおけるメタバース・ラボの活用

本学と他大学の学生、教員、地域社会人の連携

によるPBLを活発化するためには、時間と場所の

制約を超えた交流の場が必要です。そこで、

2024年度には、本学のメタバース・ラボ内にド

ーム型交流スペースを新設しました。図３のよう

に、メタバース・ドーム内にPBL連携企業や自治

体各々のラボを構築し、PBLに活用しました。
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メタバース・ドーム１内には生成AIを搭載した

AIアバターが常駐し、学生はいつでも質問をする

ことができます。また、図６のように、AIアバタ

ーは事前に学習させた内容に基づき、柔軟な回答

を返すことができます。

特　集

図３　メタバース・ラボ内ドーム型交流スペース

図５　PBLでのグループディスカッション

今年度の課題説明会は、メタバース・ドームの

各ラボで開催し、連携企業や自治体の社会人がア

バターとなってPBLで取り組む課題について説明

をしました(図４参照)。学生や教員もまたアバタ

ーとなって参加し、各ラボで全課題の説明を聴き

ました。

図４　メタバース・ラボでの課題説明会

また、PBL活動でもラボにメンバーが集まり、

課題解決のためのディスカッションに活用しまし

た（図５参照）。

図６　AIアバターの回答例

PBL活動において、対面だけでなく、メタバー

ス・ラボを組み合わせことにより、時間と場所を

制限しない交流を実現できました。遠隔受講が可

能になり、今年度のPBLには、看護系大学の学生

10名と高校生１名が参加し、受講生に占める女

性の割合が４割を超えました。男子学生の多い本

学において、専門分野・年齢・性別・価値観など

が異なる人々の連携によるPBLを実現でき、社会

人や先輩学生の参加も増え、技術の高度化にも繋

がっています。2024年度のPBLの成果発表会は、

2024年８月９日に開催され、「AI実践プロジェク

トⅠ」14件、大学院「高度AIコーオプ実践Ⅰ」

２件の成果発表が行われました。

５．学習効果の検証

2024年度PBL終了後、学部２年生（AI実践プ

ロジェクトⅠの履修者）とPBLの継続経験者を対

象に、自己評価アンケートを行いました（次ペー

ジ表２参照）。その結果、PBLを初めて体験した

２年生と継続経験者である先輩学生の自己評価ス

コアには、多くの項目で有意差が見られました

（t検定による片側検定）。このことから、異分

野・異年齢PBLの継続は、AIの知識や技術を身に

つけるだけでなく、さまざまな人と連携し協力す

るために必要な社会人力を高めるのに有効だと言

えます。特に、学んだ知識や技能、態度を総合的

に活用する力や実行力、判断力、自律的な学習力

への自信がつき、自己肯定感が向上することが

PBLの最大の効果だと考えます。
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６．PBLの展望

地域課題解決型PBLは、今年度が４回目となり

ました。初年度PBLの修了者が大学院に入学し、

今年度のPBLにおいて先輩大学院生として後輩学

生を支援するという良い循環も生まれています。

また、2024年度の大学院入学者の54％が初年度

PBLの履修者であることから、大学入学後の早い

時期に、社会人や先輩学生と触れ合うPBL体験は、

研究に対する興味を引き出すことに繋がったと考

えています。実際、PBLで取り組んだAI研究を高

度化し、大学院の修士研究に発展させた学生もい

ます。

今年から始まった「高度AIコーオプ実践I ・Ⅱ」

も実績が出ており、協力企業から「AIの知識が無

い企業の課題解決に向けて専門知識を持つ大学院

生が一緒に歩んでくれるのは心強い」、「学生がAI

の知識を活かして提案してくれるのは助かる」、

「人材採用に苦しんでいる中小企業にとっては非

常に有難い制度である」、「実装に向けた即戦力と

して期待できる」、「若い学生たちとやり取りする

ので、自分も若返る気がする」と言う感想をいた

だいています。今後も、地域課題解決型PBLの継

続的な実践を通して、幅広い領域における課題解

決ができるAI人材を育成していきたいと考えてい

特　集

ます。
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表２　PBL受講者アンケート結果(有効回答32名)（t検定片側検定、*: p<0.05 **: p<0.01有意差あり）

多様な情報を適正に判断し、効果的に活用する力

自分に自信や肯定感を持つこと

社会の規範やルールに従って行動すること

これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用する力(実行力)

情報や知識を論理的に分析する力(価値判断力・考える力)

ものごとを批判的・多面的に考える力

新たな問題に直面したときに、創造的に問題を解決する力（創造力)

新しい発想や価値を生み出す力

他人の意見に根拠のある批判をする力

自分の意見を筋道立てて主張できる力

他人と協調・協働して行動する力(チームワーク、働きかけ力・実行力)

相手の意見を丁寧に聴く力

社会の一員としての意識を持つこと

卒業後も自律・自立して学修すること
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